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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日は授業改善サポーター養成講座・研修3にご参加いただきありがとうございます。いよいよ最終回となりました。
本日はこれまでの実践を振り返り、開発したサポートツールを共有し、今後の行動計画を具体化します。理論・実践・省察をつなぐ総まとめの時間です。


S ANYDI=E

ABRUEIR—I—LUT, ZBY— I EERL CREREORHOIT
HILF—SAVEITITENTED

» BRICEFBREIYI T332 0E R zEEUEREZ . BALA
U FRREL AN TIREIBIENTED

« EWMEUN—H—-LUTHERAUSHRUEZDII1ZT 12 2RI D


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本講座の目標は三点です。第一に、各種ツールを活用して授業改善のコンサルテーションができること。第二に、自校での普及施策を個人・組織レベルで提案できること。第三に、支え合えるコミュニティを形成することです。本日はこの達成度を確認し、今後の発展的な実践へとつなげます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
三回の研修は、学習・実践・省察の循環構造で設計されています。研修1と研修2で実践と振り返りを繰り返してきました。本日研修3では成果の共有と統合を行います。この循環を体験すること自体が、授業改善モデルの実践例でもあります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研修2後の課題として、アクションプランの実行、実施報告2の作成、サポートツールの開発に取り組んでいただきました。本日はその成果を共有し、改善の可能性を検討します。準備段階での工夫や苦労も含めて振り返ってください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート

本日は四つのセッションで進めます。モジュール学習の振り返り、サポートツールの発表、実践報告の共有、そしてアクションプランと自己評価です。全体を通して「改善の質をどう高めるか」を問い続けてください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
セッション1では、研修1からの学習の振り返り、これからの教育について考えます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずはモジュール教材での学びを振り返ります。新しい発見や疑問、実践に活かせそうなヒントを共有してください。単なる感想ではなく、「自校でどう使うか」という視点を持つことが重要です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
掲示板に投稿された質問に対し、講師が回答します。疑問の解消だけでなく、背景にある理論や考え方も理解してください。支援者として説明できるレベルまで理解を深めましょう。


v a2 )L—)
HR—kY—ILDBFE



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここからはサポートツールの発表準備です。ツールの名称、目的、対象、使用方法、期待効果を整理してください。単なるアイデアではなく、現場で使える具体性が重要です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
観察チェックリストやフィードバックフォームなど、多様な支援ツールがあります。目的に応じて選択・開発することが専門性です。自校の課題に合った設計になっているかを確認してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一般的な授業用チェックリストやCoIの観点を紹介しています。客観的視点を持つことで、感覚的評価を避け、建設的な対話につなげることができます。


FT v ) XRDHI(2/2)

RRREBIE AT LM BT 1Y
IDFvH) ANBHE1 TE ) HwBFv o) ANBHE1 TE )

EYa—Ib

BHEER S ZERT BIRE

Le~5018HET
AFLI L E3EIEPS
RAMFE —A\TTEH T L FEETID

1. 2BEEOIES) T EREE I THELTOETH A B Ch

A>T IL—T>EA

NZ LIty av

2. BOOR-ZAPIAIIINTEBEEHSNDI T EKNHDFEIH M=FU s DEIEF v oY
Z bk
5 — I — P P W e Y % EX BTl
3. TMEOEMRERADTR (RTT1-IKR-I-AWTRE) HHHETH —
4. 9BEERESOEVEMICHBIINTHED, BESLRVTRABIETH . iy ML T2
L pemmes
5. BHOILFIYOIA N BHURAICOVTOBIRERIFERASHTT H SN
BELE 21—
6. BIERICHTREBRR TRETIWRNHNETH FHORSE BT 5
FEsraEEHDIED
7. BEFANRCLALTH EFORBET BN HETH . BRSETOEALHAS
c sBEE @%;55 EBORRNLHHTE
8. BRLTEEEED B HORE AL IS ERE TVETH SRR R
EHRHT

FUOHZFREEEENT 5


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
IDチェックリストや科目デザインの観点を再確認します。目標・評価・方法の整合性がとれているかを点検することが改善の基本です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
グループごとに役割と発表内容を確認してください。協働プロセス自体も学びの一部です。どのように合意形成したかも振り返ってください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
発表では背景、目的、対象、使用方法、効果、改善点を明確に伝えます。実際のツールも提示し、活用場面を具体的に示してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
グループごとにサポートツールの発表を行います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
各グループ10分発表、2分質疑です。質疑応答を通して改善のヒントを得てください。他グループの発表からも多くを学びましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
セクション3にうつります。実施報告2を基に、実際の支援活動を共有します。成果だけでなく、課題や改善点も率直に共有してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
個人で実践の振り返りを整理します。何を行い、何が課題だったのかを具体的に言語化してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
グループで共通課題を整理します。個人の経験を組織的視点へと拡張することが重要です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
受講者全体で、グループ毎に、特徴的な取り組みや共通課題を共有します。改善の方向性を多角的に検討しましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後にアクションプランと自己評価を行います。目標に対する達成度を確認し、次の一歩を明確にしてください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ペアで、研修2から１ヶ月間の活動を自己評価シートや研修3事前課題①を使って、振り返ってください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
自己評価シートでは、達成度、学び、課題、次の目標を整理します。成長を自覚することが継続の原動力になります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
三回の研修を通して得た学びを振り返ります。専門性は一度で完成しません。継続的な実践が重要です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研修後一週間以内にアクションプランと自己評価シートを提出してください。期限を守ることも専門性の一部です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
三つの目標を再確認し、自身の到達度を評価してください。組織と個人の両面で行動計画を立てましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本研修を受講すると、以下の３点をできるようになることを目指しています。
1 学習効果を上げるための動画教材を設計、開発できる
2 開発した動画教材を授業で有効的な活用法を説明できる
3 動画教材を活用した授業を改善につなげるための評価を計画できる

実際に何度が動画教材を作成します。動画教材製作のポイントと方法を演習します。また、授業改善につなげるために、動画教材を活用した授業の評価を計画します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に一人1分で本講座の学びや感想を共有します。言語化することで学びが定着します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本研修を受講すると、以下の３点をできるようになることを目指しています。
・授業改善サポーターとして、各種ツールを活用して授業改善のためのコンサルテーションを行うことができる
・自校における授業コンサルテーションの普及を目指した施策を、個人レベル、組織レベルで提案することができる
・授業改善サポーターとして相談し支援し合えるコミュニティを形成する

それぞれの組織、個人の役割などで、どのようなサポートが可能かは変わってきます。自分自身で最初に設定された、個人レベル、組織レベルの目標はどのくらい達成できたでしょうか。今後も、目標を見直しながら、組織の教育のさらなる質向上を目指してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次の研修までにわからないことなどありましたが、事務局、または、講師へお問い合わせください。
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